
• 自動走行により耕うん作業
を短縮。協調作業では、１
人で複数の作業が可能

• 耕起・施肥・収穫をコント
ラクター組織へ作業を委託
することで、労働時間の大
幅な短縮が実現

○ 高齢化等で農家戸数が減少する中、意欲ある担い手においては、
規模拡大が進展しており、１人当たりの飼養頭数の増加に対応した、
省力化及び生産性向上に資する技術導入が必要。

○ 特に、分娩間隔の短縮と子牛の事故率低減は、喫緊の課題であり、
ＩＣＴの活用による効率的な個体管理の充実を進める必要。

○ ＩＣＴの導入に際しては、費用対効果の検証と併せて、地域単位
での導入（広域的なネットワーク）についても、検討を進めていく
必要。

○ 肉用牛生産における規模拡大や生産性の向上を図るため、自給飼
料生産の分業化を支援するコントラクター組織の軽労化や収量向上
を進め、経営安定を図る必要。

⑧肉用牛（繁殖・肥育）

スマート農業機械現状と課題

導入機械名 参考価格

○ 発情発見装置 約120万円

○ 自動給餌機（肥育牛） 約300万円

○ 分娩監視装置 約50万円

○ 哺乳ロボット 約250万円

耕起・施肥・収穫 交配管理 肥育牛の飼養管理分娩管理 子牛管理（哺乳子牛）

ロボットトラクター
（コントラクター組織）

目指すべき姿

○ 分娩間隔の短縮による生産性向上

○ 子牛の事故率低減による損耗防止

○ 広域的なネットワークの構築

○ コントラクター組織の収量向上による
経営安定

○ 省力化による生産基盤の維持・拡大

農家の労働時間の削減 28%

飼料作物の反収向上 20%

• 発情兆候（行動量の増）
を見逃さず、確実な受胎
による空胎期間短縮で子
牛生産性を向上し、繁殖
ロスを削減

• スマホへの通知により、
畜舎不在時でも発情発見
通知による把握が可能

• PC等で効率的な個体管理

発情発見装置

労働時間の削減 12%分娩事故率の削減 38%

子牛育成頭数の増加 2%

労働時間の削減 10%

※県農業経営管理指針より

分娩間隔の短縮 9%

子牛生産頭数の増加 9%

※畜試のＩＣＴ機器導入調査結果より

※県農業経営管理指針より

• 自動給餌機により、飼料の
給与に係る作業時間が短縮
され、作業内容も軽労化

• 軽減労力を、飼槽の清掃、
個体観察に振り向けること
で生産性の向上が実現

• 分娩監視装置により、確実
な分娩看護を行い、難産に
よる分娩事故を削減するこ
とが可能

• 分娩開始時間を把握し、分
娩看護を行うことにより、
難産時の獣医師への早期通
報が可能

• 哺乳ロボットにより、代用
乳の調製・哺乳・哺乳瓶の
洗浄等の人工哺育に係る労
力の削減が可能

• 代用乳の希釈濃度・哺乳量
の調製ができ、哺乳子牛に
合わせた管理が可能

※畜試のＩＣＴ機器導入調査結果より

※県農業経営管理指針より

自動給餌機（肥育牛）分娩監視装置 哺乳ロボット

飼料生産の外部化

※発情発見装置、分娩監視装置には別に通信費が必要と
なる場合がある。

※国の現場実装プログラムより
※国の現場実装プログラムより

※オリオン機械販売（ドイツ製）※牛歩、牛歩Ｌite ※肥育牛の自動給餌機

【３ スマート農業技術を活用した「営農体系モデル」】


